
























コサージュの語源となる、コルサージュ【corsage】を調べた。『THE OXFORD ENGLISH 
DICTIONARY SECOND EDITION VOLUME Ⅲ』13）によると、1481 年～ 1658 年頃は “からだつき ”
1510 年～ 1600 年頃は “ 胴体 ”1843 年頃には “婦人の胴衣 ” という意味で用いられていた。アメリカ
の小説家の H.S.Harrison（1880 ～ 1930）の小説『Queed』に　…on her rounded breast…　a 



















花 ” と “ 花 ” は同じ意味で使われていることが
わかった。昭和 12 年の雑誌「ファッション」17）
では、生花は花の名前を直接使って “ カーネー
ション ” と記され、昭和 13 年の雑誌「スタイ




















































































































1481 年～ 1658 年頃は “ からだつき ” 1510 年～ 1600 年頃は “ 胴体 ” 1843 年頃には “ 婦人の胴衣 ”
という意味で用いられていた。コサージュという言葉は、1911 年頃から “ 婦人が腰から上につける
小さな花束の総称 ”という意味で使われ約 100 年しか経っていないことがわかった。
明治、大正時代の写真で、胸元にコサージュのような飾りが見られるのが、コサージュと呼ばれ
ていたかどうかはわからなかった。昭和初期の雑誌には、“ 花 ” “ 造花 ” “ 生花名 ” で記述された。
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